
 

3.排水対策 

 

3-1.排水対策3-1.排水対策3-1.排水対策3-1.排水対策のののの目標 目標 目標 目標 

 

3-1-1.基本方針 3-1-1.基本方針 3-1-1.基本方針 3-1-1.基本方針 

本計画は、浸水が発生しても被害を最小限とする減災に向け、「浸水に強いまちづくり･

人づくり」を目指します。 

 

3-1-2.目標3-1-2.目標3-1-2.目標3-1-2.目標・・・・整備期間整備期間整備期間整備期間 

本計画は、整備期間を短期（～5 年）、中期（～15 年）、長期（～30 年）に分け、対

策を実施し、今後 5 年間を重点期間（短期）と位置づけます。 

  

本計画の目標は、10 年に一度の頻度で発生する降雨に対して、現時点で想定される浸

水面積（シミュレーションにより求めた数値）を、長期対策終了後に 50％まで減少させ

る（建物用地浸水深 10 ㎝以上）ことを目標とします。 

 

3-1-3.排水対策3-1-3.排水対策3-1-3.排水対策3-1-3.排水対策のののの三三三三つのつのつのつの柱 柱 柱 柱 

浸水被害を最小限とするため、水門、排水機場などの既存の排水施設を最大限に活用し、

効率的な操作を行うとともに、選択と集中により効果的に対策事業を実施していきます。

また、それらの対策に対して適切な進捗管理を実施していきます。 

  

基本方針基本方針基本方針基本方針

＝浸水に強いまちづくり・人づくり＝

排水対策排水対策排水対策排水対策のののの三三三三つのつのつのつの柱柱柱柱

【 効率的な対策 】

【 効果的な対策 】

【 適切な進捗管理 】

既存施設を最大限に活用した対策

選択と集中による効果的な対策

行動計画に基づく適切な進捗管理

：浸水面積を５０％まで減少させる

※基準値はモデル降雨による

想定浸水面積171ha（建物用地浸水深10㎝以上）とする

：効果的･効率的に対策を段階的に実施

短期：５年

中期：６年～１５年

長期：１６年～３０年

（６年～３０年）

目標目標目標目標

整備期間整備期間整備期間整備期間
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3-2.計画目標3-2.計画目標3-2.計画目標3-2.計画目標とするとするとするとする降雨降雨降雨降雨とととと潮位潮位潮位潮位のののの条件 条件 条件 条件 

 

3-2-1.モデル3-2-1.モデル3-2-1.モデル3-2-1.モデル降雨降雨降雨降雨････モデルモデルモデルモデル潮位潮位潮位潮位のののの設定方針設定方針設定方針設定方針    

過去 62 年間の雨量データをみると、広域的に浸水が発生した平成 21 年 7 月の時間

42 ミリ以上の雨量は、過去 80 回も発生しています。また、時間 60 ミリ以上の雨量で

は、大規模な内水氾濫が発生する危険性が高く、長時間にわたり降雨が続いた場合は、外

水氾濫も発生する危険性があります。（図 3-2.1） 

 

データ：1時間雨量の大きい順　(佐賀気象台1950年～2012年）
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状況：特に60ミリ以上では、大規模な内水氾濫が発生する可能性が高い、さらに外水氾濫にも注意が必要

回数：発生回数15回

対策：ハード対策だけでなく、水門、ポンプ等の効果的な連携操作が必要

状況：42ミリ以上で局部的には内水氾濫が発生する可能性

回数：発生回数 80回

対策：ハード対策が必要（流す⇒流下能力の向上）（溜める⇒流出の一時抑制）

雨量規模と浸水軽減対策の考え方

 

図 3-2.1 1950 年図 3-2.1 1950 年図 3-2.1 1950 年図 3-2.1 1950 年～2012～2012～2012～2012 年年年年（（（（過去 62 年間過去 62 年間過去 62 年間過去 62 年間））））の 1の 1の 1の 1 時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量のののの発生頻度 発生頻度 発生頻度 発生頻度 

    

    

3-2-2.3-2-2.3-2-2.3-2-2.モデルモデルモデルモデル降雨降雨降雨降雨･モデル･モデル･モデル･モデル潮位潮位潮位潮位のののの設定 設定 設定 設定 

(1) (1) (1) (1) モデルモデルモデルモデル降雨降雨降雨降雨とモデルとモデルとモデルとモデル潮位 潮位 潮位 潮位 

本計画の目標とする降雨と潮位（モデル降雨･モデル潮位）は、大規模な内水氾濫が発

生する危険性が高い 1 時間雨量 64 ミリ（10 年に一度の頻度で発生する降雨）を対象と

し、さらに、この降雨に大潮が重なったモデルを想定します。 

（表 3-2.1・図 3-2.2） 

 

表 3-2.1 表 3-2.1 表 3-2.1 表 3-2.1 モデルモデルモデルモデル降雨降雨降雨降雨･モデル･モデル･モデル･モデル潮位 潮位 潮位 潮位 

モデル降雨 モデル降雨 モデル降雨 モデル降雨 モデル潮位 モデル潮位 モデル潮位 モデル潮位 

発 生 頻 度：１０年に一度の降雨 

１時間雨量：  ６４ミリ  （６９ミリ） 

３時間雨量：１０７ミリ （１３４ミリ） 

日 雨 量：２３７ミリ （２７４ミリ） 

               （  ）：平成 24 年 7 月豪雨 

大潮：平成 21 年 7 月豪雨時の実績潮位 

   満潮位 +2.86m 

   干潮位 -1.30m 

雨量と満潮位の発生：雨量の最大と満潮位が

重なる状態とした。 
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モデル降雨とモデル潮位
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図 3-2.2 図 3-2.2 図 3-2.2 図 3-2.2 モデルモデルモデルモデル降雨降雨降雨降雨･モデル･モデル･モデル･モデル潮位図  潮位図  潮位図  潮位図  

 

 

(2) (2) (2) (2) 過去過去過去過去のののの洪水雨量洪水雨量洪水雨量洪水雨量････潮位潮位潮位潮位とのとのとのとの比較 比較 比較 比較 

モデル降雨は、過去の主要 3 洪水の雨量より大きく、平成 24 年 7 月九州北部豪雨に

次ぐ規模です。モデル潮位は、平成 21 年 7 月の実績の大潮としました。（表 3-2.2） 

 

表 3-2.2 表 3-2.2 表 3-2.2 表 3-2.2 モデルモデルモデルモデル降雨降雨降雨降雨･モデル･モデル･モデル･モデル潮位潮位潮位潮位とととと実績洪水雨量実績洪水雨量実績洪水雨量実績洪水雨量とととと潮位 潮位 潮位 潮位 

雨量 雨量 雨量 雨量 

モデル降雨 モデル降雨 モデル降雨 モデル降雨 

モデル潮位 モデル潮位 モデル潮位 モデル潮位 

H20.6 洪水 H20.6 洪水 H20.6 洪水 H20.6 洪水 H21.7 洪水 H21.7 洪水 H21.7 洪水 H21.7 洪水 H24.7 洪水 H24.7 洪水 H24.7 洪水 H24.7 洪水 

1 時間最大雨量 

3 時間最大雨量 

日雨量 

  64 ミリ 

107 ミリ 

237 ミリ 

  67 ミリ 

144 ミリ 

182 ミリ 

 42 ミリ 

 98 ミリ 

186 ミリ 

 69 ミリ 

134 ミリ 

274 ミリ 

潮位 

大潮 

満潮位+2.86ｍ 

中潮 

満潮位+2.22ｍ 

大潮 

満潮位+2.86ｍ 

小潮 

満潮位+1.55m 

※赤文字は最大値 
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3-3.排水対策3-3.排水対策3-3.排水対策3-3.排水対策メニューのメニューのメニューのメニューの選定 選定 選定 選定 

 

ハード対策とソフト対策を組み合わせた排水対策を施し、浸水被害の軽減を図ります。 

 ハード対策には、河川や下水道（雨水幹線）の整備、ポンプ場や調節池の整備など様々

なメニューが考えられますが、限られた財源を有効に活用するため「選択と集中」による

効果的・効率的な対策メニューを選定することが望まれます。 

 そこで、本計画では、以下の手順でそれぞれの地域の実情を踏まえた対策メニューを選

定しました。 

 

 ステップ 1 ステップ 1 ステップ 1 ステップ 1：効果度と経済性による評価 ：効果度と経済性による評価 ：効果度と経済性による評価 ：効果度と経済性による評価 

・ 効果度：シミュレーションにより、それぞれの対策を実施した場合の浸水面積の減

少の割合を効果度として評価しました。 

・ 経済性：それぞれの対策に対し、1ha 浸水面積を軽減するための費用を算出して評

価しました。 

 ステップ 2ステップ 2ステップ 2ステップ 2：実現性の評価 ：実現性の評価 ：実現性の評価 ：実現性の評価 

・ 対策を実施する場合の実現性として、「用地買収（交渉）の必要性、難易度」「事業

期間の長さ」「施工スペースの確保」「維持管理の頻度｣等の項目について、配点づけ

を行い評価しました。 

 ステップ３ステップ３ステップ３ステップ３：優先度の評価 ：優先度の評価 ：優先度の評価 ：優先度の評価 

・ ステップ１，２の結果を踏まえ、経済的効果、早期の実現可能性等により優先度の

評価を行い、対策メニューを短期、中期、長期に分類しました。 

 

経済性=費用／効果面積
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効果度効果度効果度効果度（（（（低低低低））））・・・・経済性経済性経済性経済性（（（（高高高高））））
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効果度
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図 3-3.1 対策図 3-3.1 対策図 3-3.1 対策図 3-3.1 対策メニューのメニューのメニューのメニューの選定選定選定選定イメージ イメージ イメージ イメージ 
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3-4.排水対策3-4.排水対策3-4.排水対策3-4.排水対策のののの体系 体系 体系 体系 

 

排水対策は、施設整備が主体のハード対策と施設によらないソフト対策で構成していま

す。 

 

1

2

3

1

2

3

4

排水対策排水対策排水対策排水対策 ハードハードハードハード対策 流対策 流対策 流対策 流すすすす 下水道（雨水幹線）の整備

河川改修

溜溜溜溜めるめるめるめる お濠貯留、水路貯留（クリーク貯留）

雨水調節池の整備

施設施設施設施設のののの新設新設新設新設・・・・改良改良改良改良 雨水ポンプ(排水機場）の新設・増設

施設の連携操作、操作規則等の管理強化

ソフトソフトソフトソフト対策 浸水対策 浸水対策 浸水対策 浸水にににに対対対対するするするする意識意識意識意識のののの向上向上向上向上 防災パンフレットの作成と広報

災害災害災害災害のののの拡大防止拡大防止拡大防止拡大防止 土のうや止水板による対策

浸水標尺の設置

防災情報防災情報防災情報防災情報（（（（知識知識知識知識））））のののの提供提供提供提供 情報提供の多様化

出前講座の実施

地域地域地域地域コミュニティとのコミュニティとのコミュニティとのコミュニティとの連携連携連携連携 自治会、自主防災組織との連携強化
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3-5.ハード3-5.ハード3-5.ハード3-5.ハード対策 対策 対策 対策 

 

ハード対策は、行政主体で取り組む治水施設整備で、降った雨水を速やかに「流す」、一

時的に「溜める」、排水施設の「新設」又は既存の排水施設の「改良・管理強化」を適切に

組み合わせて推進していきます。 

 

3-5-1.3-5-1.3-5-1.3-5-1.「 「 「 「 流流流流すすすす 」 」 」 」対策 対策 対策 対策 

「流す｣対策は、水路や河川を改修し流れやすくするもので、基本的な排水対策です。

水路や河川の改修延長が長いために、用地買収も伴い多額の費用と長い期間を要しますが、

継続して取り組んでいきます。 

 

3-5-2.3-5-2.3-5-2.3-5-2.「 「 「 「 溜溜溜溜めるめるめるめる 」 」 」 」対策 対策 対策 対策 

「溜める」対策は、雨水を一挙に流さず一時貯留する対策です。佐賀市のように浸水が

広範囲に及ぶところで、浸水を軽減していくには、新規に数多くの貯留施設を配置する必

要があります。 

 一方で、本市には水路（クリーク）や佐賀城のお濠など、雨水貯留による浸水軽減が見

込める既存施設を有しているので、それらを最大限に活用して浸水の軽減を図っていきま

す。貯留施設の設置には、多額の費用と長い期間を要するため、今後更なる効果的な対策

を目指し、適宜見直しを行っていきます。 

 

3-5-3.3-5-3.3-5-3.3-5-3.「 「 「 「 施設施設施設施設のののの新設新設新設新設・・・・改良 改良 改良 改良 」」」」によるによるによるによる対策 対策 対策 対策 

「施設の新設｣対策は、雨水ポンプの新設です。ポンプは低い箇所に滞った水を、隣接

する河川や水路に強制的に排水する対策で、浸水軽減効果の早期発現が見込めます。ただ

し、排水できる河川や水路に隣接し、それらに受け入れる能力があることが条件で、浸水

区域のどこにでも設置できるものではありません。 

 「施設の改良」対策は、ポンプの増設や水門、ポンプといった操作規則等の管理強化を

行います。管理強化とは、かんがい期に高くなっている水路の水位を、事前に下げておく

など大雨時に施設の柔軟な操作を行うものです。管理者の協力を得ながら取り組んでいき

ます。 
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3-6.ソフト3-6.ソフト3-6.ソフト3-6.ソフト対策 対策 対策 対策 

ソフト対策は、地域に密着した施策を行い、市民の皆様との協働により推進していきま

す。 

 

3-6-1.3-6-1.3-6-1.3-6-1.浸水浸水浸水浸水にににに対対対対するするするする意識意識意識意識のののの向上 向上 向上 向上 

(1) (1) (1) (1) 防災防災防災防災パンフレットのパンフレットのパンフレットのパンフレットの作成作成作成作成とととと広報  広報  広報  広報  

防災パンフレットは、内水氾濫、外水氾濫、高潮、津波の各事象に応じた浸水情報と避

難及び対応方法等に係る情報を提供します。 

 

 防災パンフレットは、住民と行政が浸水に関する情報を共有すること、自分の命や財産

を自分で守る「自助」や、協力して互いの命や財産を守る「共助」に取り組みやすくする

ことを目的としています。 

 

     

内水ハザードマップ   洪水ハザードマップ   高潮ハザードマップ   津波ハザードマップ 

 

(2) (2) (2) (2) 浸水標尺浸水標尺浸水標尺浸水標尺のののの設置 設置 設置 設置 

浸水標尺は、浸水が発生しやすい場所に設置し、深さを正確に計測するものです。 

浸水標尺の設置を推進し、地域の浸水傾向をつかみ、住民と行政が浸水に関する情報を共

有しながら、今後の対策に反映していきます。 

 

 

                                                                浸水標尺 
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3-6-2.3-6-2.3-6-2.3-6-2.防災情報防災情報防災情報防災情報（（（（知識知識知識知識））））のののの提供 提供 提供 提供 

(1) (1) (1) (1) 情報提供情報提供情報提供情報提供のののの多様化 多様化 多様化 多様化 

・携帯電話等による情報の提供方法として佐賀市防災総合メール「さがんメール」を配

信し、平成２５年１０月１日から運用を開始しています。市報や出前講座等で登録の

普及に努めます。 

・市のホームページに「防災情報」のページを開設しており、浸水を監視すべき箇所に

防災カメラを設置し、河川や道路の状況が閲覧できるようにしていきます。 

・テレビやラジオを活用して、防災情報を提供できるようにしていきます。 

 

佐 賀 市 防 災 総 合 シ ス テ ム の 概 要

―佐賀市防災総合システムとしての整備―

○防災専用ＨＰ開設

　　　－道路情報、河川情報をライブカメラで提供－

　　　・道路情報

　　　・河川情報

出出出出　　　　水水水水　　　　対対対対　　　　策策策策

市民市民市民市民へのへのへのへの情報提供情報提供情報提供情報提供

危険箇所

津波津波津波津波・・・・高潮対策高潮対策高潮対策高潮対策

（（（（モーターサイレンモーターサイレンモーターサイレンモーターサイレン））））

川副

東与賀

諸富

避　難　所

久保田

緊急時連絡網

《《《《主主主主なななな機能機能機能機能》》》》

　①緊急時一斉放送機能

　②メール・ＨＰによる一斉連絡機能

　　　※市民用、職員用

　　　※エリアメール

　　　※防災ポータルサイト

　③河川･道路監視システム

　④マスコミとの連携

　⑤避難所との緊急時連絡網

メールで通知　⇒　在住者＆対象地区に居る者

　　　　　　　（エリアメール機能）

対処に時間的余裕がない大規模な自然災害

や弾道ミサイル攻撃等についての情報

マスコミとのマスコミとのマスコミとのマスコミとの連携連携連携連携

デジタル放送

　　・瞬時に情報伝達

　　・詳しい情報提供

Ｊ－Ｊ－Ｊ－Ｊ－アラートアラートアラートアラート

（（（（全国瞬時警報全国瞬時警報全国瞬時警報全国瞬時警報システムシステムシステムシステム））））

市職員市職員市職員市職員のののの緊急呼出緊急呼出緊急呼出緊急呼出

＋＋＋＋

緊急時テロップ放送

その他

防防防防　　　　災災災災　　　　室室室室

○監視（ライブカメラ）

　　　・道路情報

　　　・河川等情報

土砂災害対策土砂災害対策土砂災害対策土砂災害対策

［高速道路以北］

メールで通知　⇒　在住者＆対象地区に居る者

　　　　　　　　（エリアメール機能）

大和

三瀬

富士

戸別受信機

【　【　【　【　HPでHPでHPでHPで公開公開公開公開　】　】　】　】

 

    

 

(2) (2) (2) (2) 出前講座出前講座出前講座出前講座のののの実施 実施 実施 実施 

自助・共助の充実に向けた意識の啓発のため、出前講座等を実施します。そこで、地域

でできる防災対策や自主防災組織の結成促進など、地域での自助・共助の重要性について

認識が深まるよう啓発を進めていきます。 

 

3-6-3.3-6-3.3-6-3.3-6-3.地域地域地域地域コミュニティとのコミュニティとのコミュニティとのコミュニティとの連携 連携 連携 連携 

核家族化が進み一人世帯や独居老人世帯などの増加に伴い、災害時要援護者の公的支援

には限界があります。このため、自治会、自主防災組織との連携強化を図る仕組みづくり

に取り組んでいきます。 
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3-6-4.3-6-4.3-6-4.3-6-4.災害災害災害災害のののの拡大防止 拡大防止 拡大防止 拡大防止 

住宅地の道路が冠水した場合、車両が通行しておこる波により、家屋等に二次的被害を

及ぼすことがあります。この被害を軽減するためには、土のうや止水板等の設置が有効で

あり、各人での事前準備が必要です。 

  

 土のうを市民が容易に入手できる方法や止水板の普及を促進する方法を検討するとと

もに、啓発に努めていきます。 

 

  

 

  車両走行による波の発生 
 

土のうの備蓄状況 
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